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１．概要（Summary） 

グリース潤滑下の軸受において、厳しい摩擦で生じ

た金属新生面との接触によりグリースの炭化水素が

分解すると、水素が発生して鋼材中へ侵入し、水素脆

化による早期はく離を引き起こす。本研究では、雰囲

気制御型切削試験機を用いて鋼を切削し、そこで生成

した新生面と接触したときのグリースの分解挙動に

対する基油および添加剤の影響ついて検討している。

今年度は、各種のグリースで得られた水素発生量と切

削によって生じた加工面形状との関係を調べるため、

その表面粗さを計測した。 

 

２．実験（Experimental） 

 切削面の形状としては、レーザー式三次元形状計測

器（三鷹光器株式会社製 NH-3N）を使用して表面粗

さを測定した。測定は切削方向に直角な方向とし、算

術平均粗さ、最大高さ、十点平均粗さを求めた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 各種のグリースで得られた切削面の算術平均粗さ、

最大高さおよび十点平均粗さについては、グリース間

で顕著な値の違いが認められなかった。それらのグリ

ースを使用した切削実験で求めた水素発生量の相対

値と切削によって生じた加工面の算術平均粗さとの

関係を Fig. 1 に示す。ここで、水素発生量の相対値

は、質量分析計で計測した水素のイオン強度［A］に

ついて、ポリ－α－オレフィンを基油に用いた無添加

ベースグリースを基準に表したものである。相対水素

発生量が約 1までは、この値が上昇するにつれ表面粗

さもやや増加する傾向が認められるが、さらに相対水

素発生量が 1.2と増加した場合には表面粗さがむしろ

低下するという結果であり、算術平均粗さ、最大高さ

との関係でも同様であった。 

なお、昨年度のカットオフ値 0.08における表面粗さ

測定では、水素発生量と表面粗さとの間に明確な相関

が認められなかった。これに対して、本年度はカット

オフ値に関する詳細な検討を行い、この値を 0.8 とす

ることで、表面形状の観察結果をより反映できる表面

粗さの測定が可能なことを見出した。 

 

Fig. 1 Relationship between relative hydrogen 

generation amount and surface roughness 
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